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近
年
の
歯
科
医
療
の
変
化

は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
、
例
え
ば
以
前
は
フ
レ
ン

ジ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て

作
っ
て
い
た
総
義
歯
も
近
年

は
軟
質
裏
装
材
に
よ
る
床
裏

装
が
保
険
導
入
さ
れ
た
り
、

口
腔
機
能
を
評
価
す
る
た
め

の
様
々
な
口
腔
機
能
検
査
も

保
険
導
入
さ
れ
た
り
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
世
界
的
に
は

総
義
歯
の
治
療
は
、
上
顎
は

従
来
の
総
義
歯
で
あ
っ
て

も
、
下
顎
は
２
本
の
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
を
支
台
と
す
る
オ
ー

バ
ー
デ
ン
チ
ャ
ー
が
、
患
者

Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
コ
ス
ト
の
事
等
か

ら
判
断
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
チ

ョ
イ
ス
で
あ
る
、
と
い
う

〝McGill Consensus

〞
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
以
前
は
総
義
歯
治

療
の
「
逃
げ
」
と
言
わ
れ
て

い
た
義
歯
安
定
剤
（
ク
リ
ー

ム
タ
イ
プ
）
も
、
特
に
口
腔

乾
燥
患
者
に
お
い
て
は
、
使

用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
出
て

い
る
。
実
際
に
市
場
で
は
義

歯
安
定
剤
の
売
上
は
極
め
て

高
く
、
口
腔
衛
生
意
識
の
高

ま
り
か
ら
、
そ
れ
を
除
去
す

習
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の

で
、
実
際
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

撤
去
症
例
を
供
覧
し
な
が
ら

撤
去
方
法
に
つ
い
て
も
説
明

る
た
め
の
義
歯
安
定
剤
（
洗

浄
剤
）
も
良
く
売
れ
て
い
る

と
い
う
。

　

欠
損
部
位
の
補
綴
方
法
に

対
し
て
条
件
に
よ
っ
て
は
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
も
保
険
適
用

（
広
範
囲
顎
骨
支
持
型
装

置
）
と
な
る
が
、
施
設
基
準

が
あ
る
た
め
、
大
学
病
院
で

行
っ
た
い
く
つ
か
の
症
例
を

供
覧
す
る
。
さ
ら
に
他
院
で

埋
入
さ
れ
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
撤
去
も
保
険
適
用
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う

に
し
て
撤
去
し
た
ら
よ
い
の

か
？
学
生
時
代
に
授
業
で
は

し
た
い
。

　

生
涯
研
修
の
詳
細
は
下

記
、
行
事
案
内
を
参
照

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

法 

律 

相 

談
　

５
月
12
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

雇 

用 

相 

談
　

５
月
15
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税 

務 

相 

談
　

５
月
21
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

О
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
２
０
２

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

志
倉
興
紀
氏
（
堺
市
開
業
）

　
　
　

 

細
羽
雄
太
氏
（
エ
ニ
ー
タ
イ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

15
人

構
成　

１
部 

「
開
業
５
年
目
の
歯
科
医
師
が
語
る　

事
業
計

画
書　

作
成
の
コ
ツ
と
そ
の
後
の
運
営
状
況
」

　
　
　

２
部
「
理
想
を
実
現
す
る
新
規
開
業
の
道
し
る
べ
」

※
お
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー

【
会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

４
月
19
日
（
土
）
午
後
４
時
〜
６
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
Ｄ
ホ
ー
ル

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

横
山
桂
子
氏
（
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
代
表
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

１
０
０
人

患
者
さ
ん
を
あ
た
た
か
く
迎
え
る
た
め
に

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
接
遇
マ
ナ
ー
講
座

日
時　

５
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

西
村
正
宏
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
研
究
科
再
生
歯
科
補

綴
学
講
座
（
名
称
変
更
）
教
授
大
阪
大
学
歯
学
部
附

属
病
院
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
長
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

※
保
育
は
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。ま
ず
は
お
電
話
下
さ
い
。

フ
レ
ン
ジ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
た
義
歯
を
作
る
前
に

押
さ
え
る
こ
と

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
５
月
度
生
涯
研
修
（
無
料
保
育
対
象
）

日
時　

６
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
師　

馬
場
悠
男
氏
（
国
立
科
学
博
物
館
名
誉
研
究
員
）

会
費　

無
料

定
員　

会
場
１
１
０
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
５
０
人

歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー　

人
類
は
噛
ん
で
進
化
し
た
―
骨

か
ら
探
る
人
類
史
―

【
市
民
公
開
講
座
】
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
Ｇ
２
ホ
ー
ル

　
　
　

（
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
１
‐
７
‐
31
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

50
人

持
参
物
「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

　
　
　

２
０
２
５
年
３
月
版
（
４
月
５
日
付
に
同
封
）

「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

発
刊
記
念

【
会
員
対
象
】
指
導
対
策
講
習
会

　

本
来
ビ
ル
が
古
い
新
し
い

な
ど
気
に
す
る
タ
チ
で
は
無

い
の
で
、
建
て
替
え
る
と
聞

い
て
初
め
て
会
館
を
よ
く
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。
情
け
無

い
が
確
か
に
、
か
な
り
古
く

な
っ
た
ん
だ
な
と
気
が
つ
い

た
次
第
だ
。
掃
除
も
行
き
届

い
て
い
て
大
事
に
使
わ
れ
て

い
た
の
で
、
気
が
付
き
に
く

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ト
イ
レ

の
様
式
、
部
屋
の
区
割
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
な

ど
な
ど
、
慣
れ
親
し
ん
で
い

た
か
ら
こ
ん
な
も
の
だ
と
思

っ
て
い
た
が
、
昭
和
だ
っ
た

ん
だ
な
と
懐
か
し
く
思
え

　

僕
は
実
は
大
阪
で
は
な
く

三
重
県
で
育
っ
た
。
祖
父
が

教
員
を
や
っ
て
い
て
息
子
が

３
人
。
長
男
は
後
継
ぎ
だ
か

ら
教
員
に
な
っ
た
。
下
の
２

人
の
兄
弟
は
喧
嘩
が
絶
え
な

く
て
、
特
に
一
番
下
の
弟
は

競
争
意
識
が
強
か
っ
た
ら
し

い
。
下
の
２
人
と
も
10
代
で

戦
争
に
行
っ
た
が
、
真
ん
中

は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
へ
、
末

っ
子
は
イ
ン
パ
ー
ル
へ
出
征

し
た
。
い
ず
れ
も
激
戦
地
だ

が
、
奇
跡
的
に
２
人
と
も
生

き
て
帰
っ
て
き
た
。
す
る

と
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
方
が

大
変
だ
っ
た
、
い
や
イ
ン
パ

ー
ル
の
方
が
大
変
だ
っ
た
と

ま
た
兄
弟
で
対
抗
意
識
を
燃

や
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
真

ん
中
は
医
学
部
へ
。
末
っ
子

は
兄
と
同
じ
と
こ
ろ
に
は
行

か
な
い
と
歯
学
部
へ
進
学
。

　

新
聞
部
で
は
「
戦
後
80
年
」
を
テ
ー
マ
に
先
生
方
か

ら
の
想
い
を
連
載
で
つ
づ
っ
て
い
き
ま
す
。
会
員
の
先

生
方
か
ら
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
字
数
は
５

０
０
字
程
度
。
寄
稿
は
新
聞
部
会
を
経
て
掲
載
基
準
に

の
っ
と
っ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

末
っ
子
が
僕
の
父
で
西
成
で

開
業
し
た
。

　

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
と
イ
ン
パ

ー
ル
の
ど
ち
ら
が
大
変
だ
っ

た
か
な
ん
て
い
う
戦
争
体
験

を
、
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

る
、
僕
ら
は
も
う
最
後
の
世

代
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
は
こ
の
３
年
で
防
衛

費
を
３
兆
円
増
や
し
、
８
・

７
兆
円
と
な
っ
た
。
３
兆
円

平
和
は
軍
拡
で

得
ら
れ
る
の
か

谷　聰（高槻市）

想いのへ

会館新

レトロビルから新会館へ

る
。

　

趣
味
と
し
て
、
大
阪
の
レ

ト
ロ
ビ
ル
を
見
学
に
行
く
こ

と
が
あ
る
。
あ
れ
は
、
戦
前

の
大
大
阪
と
言
わ
れ
た
時
代

の
建
物
だ
。
こ
の
時
代
だ
け

大
阪
は
大
合
併
を
行
い
東
京

の
人
口
を
凌
駕
し
て
い
た
。

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
日
本

中
で
民
主
主
義
を
謳
歌
し
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
阪
は

大
き
く
な
っ
て
い
く
ぞ
、
東

京
な
ん
か
に
負
け
る
も
の
か

と
い
う
気
概
に
溢
れ
て
い

た
。
だ
か
ら
ビ
ル
も
意
匠
を

凝
ら
し
贅
を
尽
く
し
個
性
的

で
、
庶
民
ま
で
も
が
喝
采
す

る
も
の
だ
っ
た
。

　

新
し
い
会
館
も
、
来
所
者

が
長
き
に
わ
た
っ
て
素
晴
ら

し
い
と
思
え
る
建
物
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

５月度生涯研修
抄　　　　　録

略歴
平成５年　九州歯科大学卒業
平成９年　広島大学大学院歯学研究科修
了（博士（歯学））
平成９年　広島大学歯学部　歯科補綴学
第二講座助手
平成11年11月～12年９月　文部科学省在
外研究員
平成21年　長崎大学大学院医歯薬学総合
研究科　歯科補綴学分野准教授
平成25年３月　鹿児島大学大学院医歯学
総合研究科　口腔顎顔面補綴学分野教授
令和２年４月　鹿児島大学歯学部長（併
任）
令和６年４月　鹿児島大学名誉教授 
大阪大学大学院歯学研究科クラウンブリ
ッジ補綴学・顎口腔機能学講座教授
令和７年４月　現在に至る

西
村
正
宏
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
研
究
科
再
生
歯
科
補
綴
学
講
座
（
名
称
変
更
）
教
授

大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
長　
　

）

フ
レ
ン
ジ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
た

義
歯
を
作
る
前
に
押
さ
え
る
こ
と

▷協会ホームページから簡単申し込み
　 掲載料は３カ月で１万円！
▷費用は掲載料のみ
　 スマホからの申し込みも可！

▷更新は毎月15日

掲
載
は
会
員
限
定

※協会は情報提供のみで条件の交渉等は当事者間でお願い致します。

詳細は☞ 大阪府歯科保険医協会 検索 http://osk-hok.org/job/

大阪府歯科保険医協会が運営する

求人情報サイト

年年8080
戦後戦後

第１回

と
言
え
ば
、
歯
科
医
療
費
と

ほ
ぼ
同
額
だ
。
ま
る
ま
る
歯

科
医
療
費
が
こ
の
３
年
で
防

衛
費
に
追
加
さ
れ
た
よ
う
な

も
の
だ
。
歯
科
の
診
療
報
酬

を
２
倍
に
す
る
こ
と
は
、
や

ろ
う
と
思
え
ば
で
き
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
歯
科
医
療
費

と
同
じ
額
を
た
っ
た
３
年
で

積
み
増
し
す
る
ほ
ど
今
、
軍

拡
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

平
和
っ
て
本
当
に
軍
拡
で
得

ら
れ
る
の
か
。

　

戦
後
80
年
を
機
会
に
平
和

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

 

（
理
事
長　

小
澤
力
）


